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橋梁長寿命化修繕計画の背景・目的 
 

1）背景 

■茂原市には社会資本として 182 橋の管理橋梁があります。 

これらの多くは高度成長期以前または高度成長期直後に整備されたものであり、高齢化が

進んでいます。 

そして、近い将来架替えを迎える事が予想され、これらに対する維持・修繕・架替え等に今

後、多くの費用が必要となることが懸念されます。 

■そこで、茂原市では平成 24 年度から「橋梁長寿命化修繕計画」を策定することで、より計

画的、効率的に橋梁の維持管理を行い、維持・修繕・架替えに係わる費用を縮減し、合理的

な維持管理の実現を目指しています。今後も、計画的かつ予防的な維持管理を継続し、橋梁

を長持ち（長寿命化）させ、安全性の確保と維持管理費用の抑制を図ります。 

 ■茂原市が管理する 182 橋を、橋梁長寿命化修繕計画策定の対象とします。 

2）目的 

■橋梁長寿命化修繕計画の対象である 182 橋のうち、完成から 50 年を経過する高齢化橋梁は

2024 年現在に 40％（73 橋）ですが、30 年後には約 84％（154 橋）となり、急速に高齢化

橋梁が増加します。 

■一般的な事後保全型（損傷が大きくなってから橋梁を補修する管理手法）で対応すると、

30 年後には大規模な補修および架替えが必要になり、莫大な費用がかかります。 

■このような背景から、引き続き予防保全型（計画的かつ予防的な維持管理手法）を実施し、

橋梁の長寿命化および維持管理にかかるコストの縮減を図ります。 
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対象橋梁の点検 
 

損傷事例 

 

■橋梁点検で確認された代表的な損傷は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

主桁：腐食 

 

 

基礎：ひびわれ 

 

主桁：剥離・鉄筋露出 

 

支承：腐食 

 

伸縮装置：変形・欠損 

 

防護柵：腐食 

～点検で確認された代表的な損傷～ 



 

 

橋梁長寿命化修繕計画の基本方針 
 

 

 

 
 

橋梁長寿命化修繕対策工事 
 

 

■全 182 橋の寿命を延ばし、将来の架け替え回数を減らす目的で、橋を構成する各部材に合っ

た工法を選定し、順次補修を実施します。 

 

【予防保全型対策の例】 

・主構部材：(鋼橋）従来より耐用年数が向上する塗装糸（ふっ素樹脂塗料）を使用する 

 ：（コンクリート橋）損傷が顕在化する前にひび割れ注入工で補修する 

・床  版：(鋼床版）損傷が顕在化する前に塗替塗装する 

：（コンクリート床版）損傷が顕在化する前にひび割れ注入工で補修する 

・支  承：(鋼製支承）金属溶射による耐用年数の向上、又はゴム支承への変更 

・伸縮装置：伸縮装置の非排水化、取替え容易な伸縮装置への変更 

・排水装置：日常の土砂詰まりの撤去 

 

■対策は、現時点での損傷状況や健全度に基づき計画したものであり、今後の点検結果や新工

法の開発、予算状況等を踏まえ順次見直しを行いながら、目的の達成を目指します。 

 

事後保全型  

事後保全型は、部材の損傷が進行して機能が 

低下した段階で修繕する方法です。 

そのため、大規模な補修工事が必要になり、 

コストが莫大にかかります。 

予防保全型  

予防保全型は、部材の損傷が進行する前に 

対策を行うことで、短いサイクルで 

小規模な補修工事を行います。 

これにより、橋梁の長寿命化が可能になり、 

維持管理にかかるコストの縮減が図れます。 
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橋梁長寿命化修繕計画の効果 
 

 

■今後 50年間における予防保全と事後保全の維持管理コストを試算しました。 

 予防保全型による維持管理では約 157.5 億円、事後保全型では約 226.5 億円という結果になりま

した。 

 

■予防保全型に転換することで、約 69.0 億円(30％)のコスト縮減効果が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 年毎の維持管理コストの試算結果 
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今後の管理方法 
 

 

■PDCA サイクルを導入し、継続的に橋梁長寿命化対策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※PDCA サイクルの導入のほかに、下記の項目も合わせて行います。 

 

・日常の管理としてパトロールと清掃などの作業を実施し、損傷状況の確認、異常等の発見を行いま

す。 

 

１．計画期間 

５年毎に橋梁の定期点検を実施し、計画期間は 10年とします。 

 

２．対策の優先順位の考え方 

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講じます。 

なお、対策の優先順位は、橋梁の健全性の他、第 3 者への影響度や路線の重要などを総合的に勘

案して判断します。 

 

 

Plan：計画 

点検結果をもとに、本市の実状に合わせた橋梁長

寿命化修繕計画を検討・策定します。 

Check：点検 

橋梁点検による損傷の進行状況の評価、補修した

箇所の妥当性の確認、前回の状況との対比を行い、

今後のより良い橋梁長寿命化修繕計画改善へ向

け、検証を行います。 

Action：反映・改善 

道路交通網の変化、架設環境の急激な変化、より

効果的な補修工法の導入など、必要に応じて修繕

計画の改善を行います。 

Do：実施 

立案した修繕計画をもとに、橋梁の詳細調査、補修

設計、補修工事を行います。 

【Plan:長寿命化修繕計画】 

【Do:修繕の実施】 

【Check:橋梁点検】 

【Action:事後評価の反映】 



 

３．個別施設の状態等 

茂原市で管理する橋梁 182 橋のうち、令和元年度～5 年度に、176 橋の点検を実施し、その結果

は、判定区分Ⅰ：103 橋、Ⅱ：72橋、Ⅲ：1橋、Ⅳ：0橋となっています。 

 ※Ⅲ判定の 13_夏身橋については、R4 年度補修済。 

Ⅱ判定の 14_早稲田橋については、県にて点検を実施。 

  5 橋については、架け替え中や、未移管であり、2巡目点検未実施。 

 

４．対策内容と実施時期と対策費用 

本計画における補修等の措置は、表 4-1 のとおりです。 

なお、点検結果や予算措置状況等に応じて見直すこととします。 

 

  



 

表 4-1 茂原市橋梁点検計画・修繕計画 

 

健全
性

総合
評価

二次
部材

1 折戸橋（１） 1級市道 1964 32.5 7.3 H31 Ⅱ M M ○ ○

2 御蔵芝橋 1級市道 1975 39.9 10.8 H31 Ⅰ B B ○ ○

3 明光橋 1級市道 1973 40.7 16.7 H31 Ⅱ M M ○ ○

4 八千代橋 1級市道 1979 45.9 7.8 H31 Ⅱ M M ○ ○

5 白鳩橋 2級市道 1975 15.5 11.8 H31 Ⅱ M M ○ ○

6 原田橋 2級市道 1982 18 8.2 H31 Ⅱ M C1 ○ ○

7 立木橋 2級市道 1992 22.3 11.0 H31 Ⅰ B M ○ ○

8 藤根橋 その他 1988 22.3 6.7 H31 Ⅰ B C1 ○ ○

9 昌平橋 2級市道 1967 22.4 6.7 H31 Ⅰ B B ○ ○

10 大源橋 2級市道 1978 23 7.2 H31 Ⅱ C1 C1 ○ ○

11 立堀橋 1級市道 1978 23 6.2 H31 Ⅱ C1 C1 ○ ○

12 岩出橋 その他 2019 19.4 18.6 - Ⅰ B B ○ ○

13 夏身橋 その他 1977 23.1 3.4 H31 Ⅲ C2 C1 ○ ○ R4年度補修済

14 早稲田橋 その他 1969 24.5 6.2 R3 Ⅱ C1 C1 ○ ○

15 道表橋 2級市道 1970 25 11.4 H31 Ⅰ B C2 ○ ○ ●
排水装置取替工

高欄取替工
2031

16 郡界橋 2級市道 1980 25.7 16.8 H31 Ⅱ M C1 ○ ○

17 八幡原橋 その他 1982 26.6 5.2 H31 Ⅱ C1 M ○ ○

18 長谷橋 その他 1972 27.5 3.8 H31 Ⅰ B B ○ ○

19 新川代橋 2級市道 1969 29.8 6.2 H31 Ⅰ B M ○ ○

20 早野橋 その他 1986 34 5.0 H31 Ⅱ M M ○ ○

21 桂橋 その他 1989 40 8.0 H31 Ⅱ C1 C1 ○ ○ H31年度補修済

22 茂原橋 1級市道 1983 46 16.8 H31 Ⅱ M C1 ○ ○

23 新藤根橋 1級市道 1981 48.4 12.8 H31 Ⅰ B B ○ ○

24 明治橋 2級市道 2024 45.6 12.8 - Ⅰ B B

25 ふれあい橋 その他 1998 24 6.2 H31 Ⅰ B B ○ ○

26 日進橋 2級市道 1998 40 16.8 R2 Ⅱ C1 C1 ○ ● ○
主桁塗替塗装工・当て板補修工

横桁塗替塗装工
伸縮装置取替工

2027

27 鷺田橋 その他 2005 28.5 5.2 R2 Ⅰ B M ○ ○

28 昌平橋歩道橋 2級市道 1977 24 2.4 R2 Ⅰ B B ○ ○

29 折戸橋歩道橋 1級市道 1999 34.4 3.8 R2 Ⅰ B M ○ ○

30 荒瀬橋 その他 1988 37.2 6.0 R2 Ⅱ M C1 ○ ○

31 ほほえみ橋 その他 2005 50.7 4.5 R2 Ⅰ B M ○ ○

32 第１石川橋 その他 2000 10.8 6.2 R2 Ⅰ B M ○ ○

33 豊岡橋 1級市道 2008 27 11.0 R2 Ⅰ B M ○ ○

34 千沢橋 その他 2005 26.8 5.2 R2 Ⅱ M B ○ ○

35 雀宮橋 その他 1994 20.6 9.2 R2 Ⅱ M B ○ ○

36 西谷橋（１） 1級市道 1964 32.6 6.8 R3 Ⅰ B M ○ ○

37 鷲巣橋 2級市道 1968 32.7 6.2 R3 Ⅱ C1 M ○ ○

38 観音前橋 その他 1973 33.5 9.3 R3 Ⅱ M C1 ○ ○

39 八王子橋 2級市道 1971 35.6 6.3 R3 Ⅱ M C1 ○ ○

40 草刈橋 その他 1971 39 4.8 R3 Ⅱ C1 B ○ ● ○ 主桁塗替塗装工 2026

41 澤尻橋 1級市道 1971 48 7.8 R3 Ⅱ C1 C1 ○ ○

42 旭橋（１） 1級市道 1987 43.1 9.8 R3 Ⅱ C1 C1 ○ ○

43 大沢橋 その他 1989 95 5.8 R3 Ⅰ B C1 ○ ○

44 法華橋 その他 1939 2.7 10.0 R5 Ⅱ C1 B ● ○ ○
床版注入工

A1・A2橋台断面修復工
2025

45 西谷橋歩道橋 1級市道 1985 35 2.8 R3 Ⅱ M C2 ○ ● ○ 伸縮装置取替工 2030

46 新川代橋歩道橋 2級市道 2002 30.77 3.8 R3 Ⅱ M B ○ ○

47 日之詰橋 その他 1988 10.5 7.3 R3 Ⅱ M B ○ ○

48 辻向橋 その他 2001 10.5 6.7 R3 Ⅱ M M ○ ○

49 西野中橋 その他 1984 10.5 5.6 R3 Ⅱ C1 C1 ○ ● ○
A1・A2橋台断面修復工

伸縮装置取替工
2028

50 小橋 その他 1962 10.8 4.0 R3 Ⅱ C1 C1 ○ ○ R5年度補修済

2030 2031 2032 2033

R15

年度

判定区分

2024 2025 2026 2027 2028 2029

R9 R10 R11 R12 R13 R14

幅員
(m)

点検結果 R6 R7 R8

〇：定期点検の時期　　　　　　　　　　●修繕の時期

補修内容
(主な措置内容)

修繕
年度管理

番号
橋梁名

道路
種別

架設年
(西暦)

橋長
(m)



 

 

 

健全
性

総合
評価

二次
部材

51 法目堰橋 1級市道 1980 12.5 8.2 R3 Ⅱ M C1 ○ ○

52 新関橋（１） その他 1981 12.5 5.6 R3 Ⅰ B M ○ ○

53 野中橋 その他 1981 12.5 4.6 R3 Ⅰ B M ○ ○

54 越渡橋 その他 1981 12.6 5.6 R3 Ⅱ C1 C1 ○ ○

55 梅田橋 2級市道 1990 12.7 8.2 R3 Ⅰ B M ○ ○

56 烏竜島橋 その他 2005 13.5 6.2 R3 Ⅱ M M ○ ○

57 川向橋 その他 2000 14 8.2 R3 Ⅰ B M ○ ○

58 千盛橋 1級市道 2004 11.5 8.2 R3 Ⅰ B M ○ ○

59 越場橋 1級市道 2013 26.9 11.0 R3 Ⅰ B B ○ ○

60 市兵衛橋 2級市道 1987 10.3 8.2 R3 Ⅰ B M ○ ○

61 南柳保田橋 1級市道 1973 5.6 7.6 R3 Ⅰ B M ○ ○

62 上総橋 1級市道 1978 9.5 10.5 R4 Ⅱ M M ○ ○

63 新関橋（２） 2級市道 1981 7.7 13.2 R4 Ⅱ C1 B ○ ● ○ 床版注入工 2029

64 月見台橋 1級市道 1981 7.4 7.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

65 川代橋 2級市道 1986 6.5 16.1 R4 Ⅰ B B ○ ○

66 中橋（１） 2級市道 2011 6.6 8.2 R4 Ⅰ B B ○ ○

67 富士見橋 1級市道 1961 5.8 6.0 R4 Ⅱ C1 C1 ○ ○

68 萱場橋 1級市道 2016 27.1 8.2 - Ⅰ B B ○ ○

69 榎神房二つ川橋 1級市道 1960 5 6.5 R4 Ⅰ B C1 ○ ○

70 上野内橋 1級市道 1984 4.8 7.7 R4 Ⅱ M C1 ○ ○

71 内谷橋 1級市道 1961 4.2 9.5 R4 Ⅱ C1 C1 ○ ○

72 吾妻崎橋 1級市道 1962 4 7.9 R4 Ⅰ B C1 ○ ○

73 第一万谷下橋 2級市道 1941 3.8 9.7 R4 Ⅱ C1 B ○ ○

74 陣笠台橋 1級市道 1972 3.7 7.7 R4 Ⅰ B M ○ ○

75 原代橋 1級市道 1997 3.5 8.4 R4 Ⅰ B B ○ ○

76 兵庫橋 2級市道 1967 3.5 6.7 R4 Ⅱ C1 C1 ○ ○

77 榎木作橋 1級市道 1991 3.45 10.0 R4 Ⅰ B B ○ ○

78 田尻橋 1級市道 2001 3.5 11.8 R4 Ⅰ B M ○ ○

79 稗田橋 1級市道 1984 3.05 7.4 R4 Ⅰ B B ○ ○

80 穴田橋 1級市道 1991 2.75 14.1 R4 Ⅱ C1 C1 ○ ○

81 関戸橋 1級市道 1991 2.4 21.0 R4 Ⅰ B B ○ ○

82 辰巳橋 その他 1962 7 5.5 R4 Ⅰ B B ○ ○

83 不動橋 その他 2000 3.4 12.1 R4 Ⅰ B B ○ ○

84 金沢橋 その他 1967 3 5.0 R4 Ⅱ C1 B ○ ○

85 柳谷橋 その他 1970 2.5 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

86 新橋 その他 1950 3.5 6.1 R4 Ⅱ C1 B ○ ○

87 兵庫橋歩道橋 2級市道 2011 6 2.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

88 法目橋 その他 1954 7.2 4.0 R4 Ⅰ B C1 ○ ○

89 沖ノ島橋 その他 2012 4.4 4.4 R4 Ⅰ B B ○ ○

90 第２沖ノ島橋 その他 2012 4.4 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

91 嶋下橋 その他 2014 4.4 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

92 第三万谷下橋 その他 2014 4.4 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

93 新南地橋 その他 1926 2.8 6.5 R4 Ⅱ C1 B ○ ○

94 第１吾妻崎橋 その他 1975 2.5 13.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

95 第２吾妻崎橋 その他 1954 7.1 2.7 R4 Ⅰ B B ○ ○

96 折戸橋（２） その他 1955 5 4.2 R4 Ⅰ B B ○ ○

97 田龍橋 その他 1959 4 4.0 R4 Ⅰ B B ○ ○

98 天神下橋 その他 1980 4 5.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

99 高滝橋 その他 1959 9 4.0 R4 Ⅱ M C1 ○ ○

100 昭栄橋 その他 1959 9 4.0 R4 Ⅱ M B ○ ○

2030 2031 2032 2033

R15

年度

判定区分

2024 2025 2026 2027 2028 2029

R9 R10 R11 R12 R13 R14

幅員
(m)

点検結果 R6 R7 R8

〇：定期点検の時期　　　　　　　　　　●修繕の時期

補修内容
(主な措置内容)

修繕
年度管理

番号
橋梁名

道路
種別

架設年
(西暦)

橋長
(m)



 

 

 

健全
性

総合
評価

二次
部材

101 中関橋（１） その他 1965 5 4.0 R4 Ⅱ C1 C1 ○ ○

102 天神橋 その他 1959 3.4 4.0 R4 Ⅰ B B ○ ○

103 中関橋（２） その他 1985 3.4 9.9 R4 Ⅰ B B ○ ○

104 駒形橋 その他 1959 3.4 4.1 R4 Ⅰ B C1 ○ ○

105 田龍崎橋 その他 1985 5 4.0 R4 Ⅰ B B ○ ○

106 榎神房二の橋 その他 1960 5.4 4.4 R4 Ⅱ C1 B ○ ○

107 大沼橋 その他 1993 4 5.0 R4 Ⅰ B B ○ ○

108 立野橋 その他 1975 4 5.0 R4 Ⅰ B M ○ ○

109 第３沖ノ島橋 その他 2012 4.4 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

110 北金倉谷橋 その他 1965 2.1 6.0 R4 Ⅱ M M ○ ○

111 第六天前橋 その他 1970 5.5 3.9 R4 Ⅰ B B ○ ○

112 中橋（２） その他 1980 3.9 4.7 R4 Ⅱ M M ○ ○

113 外沼橋 その他 1980 4.2 7.6 R4 Ⅰ B B ○ ○

114 西谷橋（２） その他 1975 3 9.4 R4 Ⅰ B B ○ ○

115 四反町橋 その他 2012 4.4 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

116 渋谷橋 その他 2012 5.6 6.2 R4 Ⅰ B M ○ ○

117 中町橋 その他 2012 5.6 3.8 R4 Ⅰ B M ○ ○

118 籾田橋 その他 1970 5.6 3.8 R4 Ⅰ B M ○ ○

119 第一八反目橋 その他 2011 6.6 3.8 R4 Ⅰ B B ○ ○

120 第二八反目橋 その他 2011 7.2 3.8 R4 Ⅰ B M ○ ○

121 川中島橋 その他 2024 38.2 2.0 - Ⅰ B B ○ ○

122 川満橋 その他 1960 3.7 3.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

123 第三北向田橋 その他 1980 1.96 4.5 R5 Ⅰ B B ○ ○

124 第二北向田橋 その他 1960 5 4.4 R5 Ⅰ B B ○ ○

125 第一北向田橋 その他 1965 5 4.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

126 第三姥田橋 その他 1960 5 4.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

127 第二姥田橋 その他 1960 5 4.4 R5 Ⅰ B B ○ ○

128 第一姥田橋 その他 1960 5 6.4 R5 Ⅱ C1 M ○ ○

129 大橋 その他 1958 7.9 3.9 R5 Ⅰ B B ○ ○

130 第二中町橋 その他 2011 5.6 4.8 R5 Ⅰ B M ○ ○

131 上ノ芝橋 その他 1975 2 5.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

132 太郎台橋 その他 1955 2.1 5.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

133 第一萩台橋 その他 1975 4.28 4.5 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

134 第二萩台橋 その他 1965 4.3 4.5 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

135 第三萩台橋 その他 1960 4.38 4.5 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

136 第四萩台橋 その他 1965 4.3 4.5 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

137 南台橋 その他 1975 4.1 4.5 R5 Ⅱ M B ○ ○

138 桜園西橋 その他 1975 4.3 6.0 R5 Ⅱ M C1 ○ ○

139 桜園東橋 その他 1975 5.3 5.3 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

140 鳥龍嶋橋 その他 1965 4.31 5.4 R5 Ⅱ M C1 ○ ○

141 第１平沼橋 その他 1975 4.36 5.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

142 第２平沼橋 その他 1975 5.31 5.3 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

143 南耕地橋 その他 1975 5.33 5.3 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

144 北原曽根橋 その他 1975 5.33 5.3 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

145 並松橋 その他 1970 4.275 5.4 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

146 大塚橋 その他 1975 4.4 5.3 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

147 木崎橋 その他 1962 5.3 5.4 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○

148 第２富士見橋 その他 1960 5.4 3.4 R5 Ⅱ M B ○ ○

149 第一富士見橋 その他 1962 5.41 3.4 R5 Ⅱ M M ○ ○

150 旭橋（２） その他 1962 5.39 2.1 R5 Ⅱ C1 C1 ○ ○
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151 暁橋 その他 1962 5.41 2.2 R5 Ⅱ C1 B ○ ○

152 境橋（１） その他 1975 7.07 6.2 R5 Ⅰ B M ○ ○

153 台畑橋 その他 1965 6 2.1 R5 Ⅱ M M ○ ○

154 西中道橋 その他 1985 7.31 4.3 R5 Ⅰ B M ○ ○

155 新小轡橋 その他 1961 6.9 3.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

156 平沼橋 その他 1965 3.5 9.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

157 三貫野橋 その他 1984 3.1 11.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

158 菖蒲谷橋 その他 1970 3.1 3.4 R5 Ⅰ B B ○ ○

159 第二菖蒲谷橋 その他 1965 3.1 3.4 R5 Ⅰ B B ○ ○

160 第２石川橋 その他 2024 9.7 6.2 - Ⅰ B B ○ ○

161 第１仲畑橋 その他 1970 7.1 4.0 R5 Ⅱ C1 B ○ ○

162 第２仲畑橋 その他 1970 4.3 4.5 R5 Ⅰ B B ○ ○

163 第３仲畑橋 その他 1965 4.3 4.5 R5 Ⅰ B B ○ ○

164 第１北ケ谷橋 その他 1965 3.2 4.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

165 第２北ケ谷橋 その他 1965 3.3 5.4 R5 Ⅰ B M ○ ○

166 番場谷橋 その他 1970 2.3 6.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

167 松山橋 その他 1963 4 4.2 R5 Ⅰ B C2 ○ ○

168 境橋（２） その他 1990 15.2 10.3 R5 Ⅱ M M ○ ○

169 第一川田橋 その他 1980 2.4 14.0 R5 Ⅰ B C1 ○ ○

170 第二川田橋 その他 1975 2.3 7.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

171 第三川田橋 その他 1975 2.3 8.4 R5 Ⅰ B C1 ○ ○

172 向田橋 その他 1980 5.5 5.5 R5 Ⅰ B B ○ ○

173 第一西之角橋 その他 1975 2.9 5.5 R5 Ⅰ B M ○ ○

174 第二西之角橋 その他 1975 2.5 5.6 R5 Ⅰ B M ○ ○

175 宮殿前橋 その他 1970 4.5 4.0 R5 Ⅰ B M ○ ○

176 神門前橋 その他 1970 2.5 8.2 R5 Ⅰ B B ○ ○

177 第二蘭評詞橋 その他 1975 2.5 5.6 R5 Ⅰ B B ○ ○

178 第一蘭評詞橋 その他 1975 2.2 5.5 R5 Ⅰ B B ○ ○

179 柴名跨道橋 その他 2011 62.14 10.8 R5 Ⅱ C1 C2 ○ ● ○
舗装打換工・床版防水工

A1・A2橋台断面修復工
2032

180 間之山跨道橋 その他 2011 40.2 10.8 R5 Ⅰ B C2 ○ ○ ● 舗装打換工・床版防水工 2033

181 大沢跨道橋 その他 2012 32 12.4 R5 Ⅰ B C1 ○ ○

182 国府関跨道橋 その他 2012 41.3 6.5 R5 Ⅰ B M ○ ○

凡例 跨道橋 緊急輸送道路・避難所へ接続等 その他

千葉県点検 2巡目未点検

16.10 28.09 78.11 192.69 34.97

492.27
今後の修繕・架け替え事業費（百万円）

0.00 10.21 46.09 73.89 12.12

62 22 10 26 61 62

1 1 1 1 1

点検橋数計 22 10 26 61

2030 2031 2032 2033

対策橋数計 0 1 1 1 1
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新技術等の活用方針 
 

 

■橋梁定期点検・調査や修繕工事等の実施では、「点検支援技術性能カタログ」や「NETIS（新技術

情報提供システム）」などの新技術や新材料の活用を積極的に検討します。採用にあたっては、従

来技術に新技術等を加え比較検討し、新技術等の活用により、維持管理の効率化やコスト縮減等

の有効性を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集約化・撤去の方針 
 

 

■今後の人口減少及び土地利用の変化などの社会情勢や橋梁の利用状況及び健全度（老朽化）の状

況を踏まえ、老朽化等により現橋の継続利用が困難な場合や、周辺環境の変化により、「集約可能

な架替え橋梁」や「機能を低下させる橋梁」の対象になりうる橋梁について、橋梁を利用する地

域住民の方々と合意形成を図りながら、ダウンサイジング・集約化の検討に取り組みます。 

 

 

費用の縮減に関する具体的な方針 
 

 

■今後の橋梁長寿命化修繕計画では、橋梁寿命 100 年を目標とした予防保全型の維持管理を継続し

て行うことにより、修繕及び架替えに係る費用を抑制し、ライフサイクルコストの縮減並びに予

算の平準化に努めます。また、前述の「新技術等の活用方針」や「集約化・撤去の方針」につい

て検討し、事業の効率化やコスト縮減に努めます。 

■修繕については、中期計画の 10年間に補修を計画している 9橋に対して、補修新技術の活用を積

極的に検討し、令和 15年度までに約 2千 7百万円（6％）のコスト縮減を目指します。 

■老朽化対策については、令和 10 年度までに 3 橋のダウンサイジングと 2 橋の架替橋梁の集約に

よりそれぞれに約 7千万円と 1億 3千万円、合計約 2億円の維持修繕費用削減を目指します。 

 

従来工法 
【低圧注入工法】 

新技術の活用事例 

新工法 
【塗布・浸透型ひび割れ補修工法】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 い 合 わ せ 先 

茂原市 都市建設部 土木管理課  

〒297-8511 千葉県茂原市道表 1番地 

TEL：0475-20-1537 

FAX：0475-20-1605 

E-mail: iji@city.mobara.chiba.jp 


